
 
 
 
 
 
 

 

 

北海道釧路養護学校教頭  武 藤 健 司 

 

2022 年、年の瀬まであと僅かとなり、日増しに肌寒さが感じ 

られるようになりました。その反面、釧路の夜空は思った以上に 

晴れが多く、330 年ぶりとも言われた先の皆既月食や丁度見頃で 

もあるレオニード／しし座流星群などの「天体ショー☆彡」が親 

子で楽しめるのも、この釧路ならではないかと感じております。 

 

さて、今年度前期の教育活動を振り返ってみますと、新型 

コロナウイルス感染症対策を引き続き講じながらもポストコロナ 

への流れを踏まえ、新たなアイデアや工夫へチャレンジしながら 

活動を進めて参りました。 

 

先月行われました小・中学部の「学習発表会」や 9 月へ時期をスライドして実施した高等部の「ひま

わりフェスタ」では、児童生徒たちの願いや勇気に満ち溢れた大変活気のある取り組みとなりました。

子どもたちの「こんなことをしたい！！」、「仲間と頑張りたい！！」そして「お家のひとに見てもらい

たい！！」という想いに先生方が情熱をもって寄り添い、子どもと大人で一緒に創りあげ、本番を迎え

ることができました。 

 

 世界ではロシアとウクライナ問題による政治的緊張感や世界的な物価高など、行く末不安な状況がつ

づいておりますが、地域に目を向けますとくしろ港まつり等の地域イベントの再開をはじめ、地域での

ヒトとヒトとのつながり、地元の活気を取り戻そうという希望へ向かう動きが見られております。 

 

 釧路養護学校でも、元気の塊である子どもたちが、互いに笑顔で居よう、元気を与え合おう、感謝を

伝え合おうなど、仲間とともに希望に向かって楽しくエネルギーを燃やしてくれています。 

 

学校での数々の営みに見られる、「子どもたちの楽しい生き方」「子どもたちの幸せな姿」が子どもた

ちからのプレゼント、「小さくも大きな最高の親孝行」として感じていただけると幸いです。 

 

引き続きお子様の豊かな心と身体の成長に向けて、教職員一同、尽力いたして参りますので、今後と

も本校の教育活動に対しまして変わらぬご理解、ご協力をお願いいたします。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒085-0054    北海道釧路市暁町１１－１ 

（電話番号・ＦＡＸ） ０１５４－２５－３４３９ 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ: 

http://www.kushiroyougo.hokkaido-c.ed.jp/ 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ:  

kushiroyougo-z0@hokkaido-c.ed.jp 

学校長  髙橋 好則 

北海道釧路養護学校だより 

「最高の親孝行」の途中ですが！！ 

～令和 4 年（2022 年）の折り返しに立って見る～ 

 

http://www.kushiroyougo.hokkaido-c.ed.jp/
mailto:kushiroyougo-z0@hokkaido-c.ed.jp


 

 

  

 

見学旅行 
 

見学旅行 
小学部５年生 

 

日時：９月２９日（木）～９月３０日（金） 

場所：音別・白糠方面 

 

 小学部５年生は９月２９、３０日の 2日間宿泊研修へ行ってきました。学校生活では体験できな

い活動を通して、集団活動や社会のルールを守り、自分のことは自分でするねらいのもと当日を迎え

ました。初めての泊学習ということもあり緊張している児童もいましたが、「アイス作り」「ソーセー

ジ作り」「石けん作り」すべての活動を楽しんで取り組むことができました。また、就寝前の布団敷

きなども自分たちで行い「自分でできることは自分でする」ということも頑張った２日間でした。 

 今回の宿泊研修で児童は新たな自信をつけてまた一つ成長しました。今後も今回の経験を活かし学

習活動や行事を進めていきます。              

（文責：小学部 仲谷 太佑） 

 

小学部６年生 

 
日時：９月８日（木）～９日（金） 
場所：阿寒湖畔 
 

 小６ アイヌ探訪記 

 令和４年９月８日（木）、天気は快晴。気温２０度。予想最高気温２５度。 

 子どもたちにしては少し暑いくらいの気温の中、阿寒湖方面へ出発しました。今回の旅行は、もち

ろん見学旅行のねらいとして、仲間意識を育てたり、集団としての行動の仕方を学んだりすることで

したが、生活単元学習で『ゴートゥー阿寒』と題して全７時間の単元を組み、主にアイヌ文化につい

て学んできたことを実際に体験し深める目的もありました。阿寒湖畔では、アイヌ古式舞踊観覧、ま

りも製作体験、遊覧船乗船、ぼっけ散策（温泉が湧いている泥沼）など様々な体験を行うことができ

ました。中でもアイヌ古式舞踊では、偶然にも事前に学習した歌や踊りの演目があり、子どもたちは

歌を口ずさんだり、手拍子をしたりして、『本物』を感じることができました。バイキングでの食事

で好きな物を目一杯食べ、温泉を満喫し、充実した旅行を楽しむことができました。 

（文責：小学部 依田 薫） 

 

宿泊研修 

見学旅行 



 

 

 

９月２日（金）に、友達や教師とのかかわりを楽しんで活動に参加することができることや、日々の

学習の成果をお互いにたたえ合うことで、今後の学習への意欲・自信につなげること、運動を通して得

た感動を将来、健康で豊かな生活を送ろうとする気持ちの向上につなげることをめざして中学部の体育

大会が開催されました。 

今年度は、一昨年まで開催されていた体育大会から変更して１回目の開催となり、生徒たちは気合を

入れ力を発揮する姿が見られました。選手宣誓や開閉会の言葉、感想発表などは生徒会が中心となって

準備や発表をしてくれました。種目は、体育の授業で学習した野球に似た競技のティーボールと PK（ペ

ナルティキック）でしたので見通しをもって競技を楽しむことができました。試合の途中からは、だん

だんと応援も盛り上がり、打つ方、蹴る方ともに力が入り活発に活動している様子が見られました。 

来年度は、更に生徒の活躍できる場を増やして、より生徒主体の体育大会にしたいと考えています。 

 （文責：中学部 草野 剛） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月３０日、高等部のひまわりフェスタが開催されました。 

昨今のコロナ禍において、換気や消毒のほか、人数制限を設けるなど、感染対策を行いながら実施い

たしました。保護者の方々のみを対象とし、「展示」の他、今年度は楽しんで交流していただけるよう企

画を検討し、「ゲームコーナー」という形で行いました。 

 生徒が自ら考え、主体的に活動を行うゲームコーナーの様子、展示作品等の制作に関わる説明や動画

を見ていただいた喜び、緊張感を感じながら交流する中で、来場者の方の笑顔を見て達成感を感じるな

ど、それぞれが充実できた様子でした。 

今後も感染症対策が必要であることには変わりませんが、学習の成果を十分に発揮し、青年期の高等

部生にとって実りある活動となることを目指すとともに、安全・安心な行事にすることができるように

していきたいと思います。検温や消毒などのご協力も含め、ご来校、本当にありがとうございました。 

                                 （文責：高等部 田村 純子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 木 授業参観週間 
（～１２／１９） 11 日  21 水  

２ 金  12 月 （中３）進路説明会 22 木 （舎）クリスマス会 

３ 土  13 火 （中３）進路説明会 23 金 第２学期終業式 

４ 日  14 水  24 土 冬季休業日 
（～１／１７） 

５ 月 介護等体験 15 木 
 

25 日  

６ 火 介護等体験 16 金  26 月 
 

７ 水 （小）なかよしタイム 
介護等体験 17 土  27 火  

８ 木 

（寄）誕生会、介護等
体験、(小 5,6)美原小
学校と交流 
 

18 日  28 水  

９ 金  19 月  29 木 学校閉庁日 

10 土  20 火 児童生徒会活動 30 金 学校閉庁日 

路面が凍ってきています、お子様の送迎の際には、十分にご注意下さい。 31 土 学校閉庁日 

～１０月の壁面紹介～ 

 生徒玄関前を彩ってくれる児童生徒の共同作品です。 

１０月は中学部３年生の美術の作品でした。 

生徒が秋を感じながら一枚一枚、木工ボンドや絵の具を塗りました。絵の具

は本物の紅葉の色になるように何色も重ねました。 

 大きい葉、小さい葉、赤、オレンジと、色とりどりに散りばめられていま

す。並べ方にも個性が表れる楽しい作品です。 

中学部３年生 

「紅葉」 


